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文 献 目 録
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この文献目録は次の機関に受入れた雑誌・資料から摘出した。
神戸大学経済経営学会・神戸大学経済学部・神戸大学経済経営研究所
神戸大学附属図書館六甲台分館
1総 記
小浪 充 目的論と科学的方法一一経済開発
理論との関連において一一(世界経済150)
阪上 孝ルソーにおける所有と共同体(京
大人文学報27)
清水幾太郎効用の個人間比較一一倫理学ノー
ト(4)一一(思想536)
2 経済一般
相見志郎マジュー・デッカーの経済理論
(同志社大経済学論叢18-1・2・3)
百々 和企業成長理論のー検討(国民経済
雑誌119-2)
二村重博経済成長・技術進歩および資本係
数(同志社商学20-3・4)
日高 普商業資本の自立化(経済志林36-4)
日高 普商業資本の理論(経済志林37-1)
堀江忠男 マルクスの弁置法的経済学の内在
的再検討ーーその現代的意義一一(早稲田
政治経済学雑誌213)
飯田経夫ふたたび所得政策について一一熊
谷尚夫教授にお答えする一一(日本労働協
会雑誌119)
飯沼二郎乾燥地農業と湿潤地農業一一歴史
地理的研究一一一(京大人文学報27)
井上周八 「差額地代」と「価値J(2)一一
白杉庄一郎教授の所説に関連して一一(立
教経済学研究22-3)
金森久雄経済成長と為替政策(経済評論18
-3) 
川田俊昭後進国における自由，その諸条件
一一フリードリッヒ・リストの場合一一
〈経営と経済113)
小林 昭フランス革命期初頭のベシサム
一一ー初期ベンサムにおける国家と経済(上)
一一ー(経済と経済学25)
前川忠良経済政策論の位置づけのために
(経営と経済113)
正井敬次利子の形態と本質の理論(同志社
商学20-3・4)
目崎憲司企業の成長と安定一一M1 Sとの
関連において一一(追手門経済論集長2)
三谷友吉労働者階級の窮乏化について(関
大経済論集18-5)
溝川喜一田口卯吉の初期の経済思想(人文
15) 
中野 正続・古典派における地代の構成
〈経済志林37-1)
新田俊三八幡・富士合併と独占の論理一一
競争と協調の国内的・国際的条件一一(経
済評論18-3)
野尻武敏西独経済政策の新展開一一「経済
安定成長促進法」の成立一一(国民経済雑
誌119-2)
能勢信子累積費用の概念と測定(経済経営
研究19-1)
岡 稔社会主義経済における計画と市場
(一橋大経済研究20-1)
大蔵省大臣官房調査企画課今後のわが国経済
の成長経路について(試論〕一一成長モデ
ルによる計量分析一一(調査月報58-1)
大和瀬達二参入阻止価格の理論 (2--3)(早
稲田政治経済学雑誌210・211----212)
渋谷昭彦需要曲線の導出と所得一定の仮定
について(同志社大経済学論叢18-1・2・3)
渋谷行雄消費者行動に影響する諸要因と需
要関数の集計問題 (2)(早稲田政治経済学
雑誌210・211)
角谷登志雄資本主義の基本矛盾(愛知大法経
論集58)
高須賀義博 「貨幣論」的インフレーション論
の問題点(一橋大経済研究20-1)
宇沢弘文新古典派的成長理論への一試論
(東大経済学論集34-4)
渡辺 弘短期巨視的分配理論と労働組合
(同志社大経済学論叢18-1・2・3)
山田寿太郎社会主義のもとでの価値(経済学
雑誌60-1)
山川義雄パノレテルミー・ド・ラフェマス
104 第 119巻第 5 号
一一人とその経済論について一一(早稲田
政治経済学雑誌210・211)
山本二三丸正しい批判はし、かにあるべきか
(6)一一教条主義批判を装った修正主義
一一(立教経済学研究22-3)
3経済史
安良域盛昭班田農民の存在形態と古代籍帳の
分析方法一一石母国=藤間=松本説対赤松
=岸=岡本説の学説対立の止揚をめざして
一一(歴史学研究345)
福岡博，松尾幹之佐賀における千町歩地主
の成立と解体一一鍋島家の実証的分析一一
(農業総合研究23-1)
今堀誠二マラヤにおける華僑社会の史的研
究(アジア経済10-1)
今西正雄重商・重農主義下のブラジル一一
1785年の「工業禁止勅令」をめぐって一一
(同志社大経済学論叢18-1・2・3)
石井寛治 日本蚕糸業の発展構造(東大経済
学論集34-4)
河地貫一限界炭坑島の資本主義的展開(序
説)一一長崎県香焼島の実態調査を中心と
して一一(経営と経済113)
川上忠雄 自由主義段階におけるバンク・レ
ート(7)一一景気循環過程における信用
関係の変動の分析一一(経済志林37ーの
金 舜坤最近韓国に於ける社会経済史学界
の動向一一時代区分を中心として一一(経
済学雑誌60-1)
小林正彬武蔵小川和紙業発達史(下〉一一
農民的在来産業の200年一一(経済系79)
小林良彰 フランスにおけるインド会社の成
立と清算(同志社商学20-3・4)
小松芳喬 ブリヂウォオタ運河の建設者たち
(早稲田政治経済学雑誌210・211)
増田冨寿 ロシヤにおける封建地代の特徴
(早稲田政治経済学雑誌210・211)
三好洋子 14世紀後半のイ γグランドにおけ
る社会意識(歴史学研究345)
丹羽 弘近世農村における身分的階層制と
村方騒動一一美濃地方の個別的事例の分析
一一(岐阜経済大学論集会1)
小津治郎 ニュー・イングランド初期のー鉄
道一一StephenSalsbury; The State， the In-
vestor，and the Railroad. The Boston and 
Albany， 1825.-.，1867. Harvard U. P. 1967 
の紹介一一(岐阜経済大学論集会1)
佐々木隆繭報徳社運動の階級的性格(上〉一一ー
静岡県中遠地方の事例を中心に一一(静岡
大法経研究17-3)
島 一郎中国民族工業に対する「統税」の
重圧一一巻タバコ製造工業を例証として
一一(同志社大経済学論叢18-1・2・3)
鷲見等躍江戸時代初期の年貢(岐阜経済大
学論集2-1)
宇田 正わが国における「鉄道社会」の歴
史的形成:序説一一柳田国男の鉄道観をめ
くやって一一(追手門経済論集3-2)
安岡重明三井家同族会の問題点(同志社商
学20-3・4)
米田清治“The Remembrancer"のー論説の
註釈一一18世紀イギリス社会についての研
究一一(岐阜経済大学論集会1)
吉田光邦明治期の兵器工業一一陸軍銃砲の
場合一一(京大人文学報27)
4 財政・金融
安藤 責 1968年度予算の編成方針(静岡大
法経研究17-3)
沈 晩獲金融政策の有効性(中京商学論叢
15-3) 
藤田正寛 ニュー・ニクソンと国際通貨再調
整〈パンキング251)
井田啓二 国債管理と金融政策一一ピノレズ・
オンリー操作について一一(経済学雑誌59
-6) 
池田幸男企業間信用の発展過程(金融ジャ
一ナノレ10-2)
今宮謙二為替相場論序説(岐阜経済大学論
集会1)
石川常雄現金通貨変動の計量分析一一昭和
29年~41年一一(経済理論106)
北岡甲子郎 ローレンツ・フォン・シュタイン
の租税体系論一一収入論上の「再生産性」
概念については〉一一(茨城大人文学部
紀要一社会科学-2)
児玉元平二つの利子率と物価一一ウィクセ
ノレ貨幣理論研究序説一一(経営と経済113)
栗栖弘典 マクロ・モデノレにおける金融仲介
機関(同志社商学20-3・4)
丸茂明則為替レートと各国経済の実態(経
済評論18-3)
松本久雄金の価格と物価水準(経済学雑誌
60-1) 
松村善太郎 IMF体制改革の基本的方向(経
済評論18-3)
毛受久雄資金移動と為替相場(経済評論18
ー3)
三輪悌三企業間信用の現代的意義(金融ジ
ャ一ナノレ10-2)
三宅義夫免換停止下とはどうし、うことか
文 献
一一桑野仁氏の所説について一一(パンキ
ング251)
宮村由仲わが国における貨幣制度の確立
(金沢経済大学論集2-1)
長尾義三中央銀行の安全性(同志社商学20
一3・4)
西川 宏小売売上課税における逆進性の検
討一一D.G.デイヴィーズの所説を中心に
一一(同志社大経済学論叢18-1・2'3)
西野嘉一郎 これからの財政運営と租税政策
一一経済成長を支えるものは何か一一(会
計95-2)
小原久治政府の経済活動と所得分配(産業
経済研究9-2)
大佐正之金解禁と為替問題 (2) (バンキ
ング251)
諏訪貞夫戦後フランス経済の信用乗数の相
互作用について(早稲田政治経済学雑誌
2lO・211)
高田 博企業信用の成立と効果(金融ジャ
ーナル10-2)
高橋 清社会的消費における中央と自治体
(経済評論18-3)
{官美光彦帝国主義段階における国際金本位
の機構(1) (東大経済学論集34-4)
田村 茂企業間信用をどうみるか(金融ジ
ャーナル10-2)
時子山常三郎西ドイツ財政経済の動向と新財
政改革について(早稲田政治経済学雑誌
210・211)
土屋六郎国際収支調整策としての屈伸為替
相場制(経済評論18-3)
和田八束租税特別措置の形成と構造(下〉
(立教経済学研究22-3)
和田八束 『東京都中期計画』と大都市行財
政(経済評論18-3)
吉岡健次転期に立つ地方交付税制度一一そ
の役割と限界一一(経済評論18-3)
5 労働・社会問題
藤田若雄労働問題調査研究の方法について
一一特に労働争議調査仮説設定に関連して
一一(日本労働協会雑誌119)
平田冨太郎賃金「ドリフト」の発生要因に関
ずる一つの覚書一一イギリス所得政策の形
成の社会経済的背景としての賃金決定にお
げる労使慣行を中心として一一(早稲田政
治経済学雑誌210・211)
河藤たけし イタリアの住宅政策と土地問題
(経済評論18-3)
小林英夫サミュエル・ゴムパースの伝記風
目 録 105 
の素描 (W)一一サミュエル・コ.ムパース
研究のための覚書 (7)一一〈関大経済論
集18-5)
古賀昭典，林弘子 カナ夕、保健サーピス計画
一ーその泊革と現状を含めて一一(産業労
働研究所報47)
松田保彦労働仲裁制度試論(日本労働協会
雑誌119)
舘賢一郎戦後における台湾人口の分析(1)
(アジア経済10-1)
徳永重良西ドイツの賃金と労使関係一一一
つの覚え書一一(経済志林37-1)
山本 潔戦後労働調査の一反省 (2)一一
大河内調査論をめく合って一一(経済志林36
-4) 
米山俊直農民社会の基礎構造とその展開
(農林業問題研究4-4)
6農工業
足利知己山村地域開発の長期課題(農業と
経済35-3)
藤原隆男草地の開発機構と牧場の経営構造
(東北大農学研究所報告20-1)
船橋泰彦工業立地と工業の地域集積(大分
大経済論集20-4)
船越昭治山村地域の開発と林業(農業と経
済35-3)
平野 蕃山村問題を考えるーーその基本的
認識のために一一(農業と経済35-3)
市岡宣言三農協の金融資産選択一一コール・
ローンを中心として一一(農業総合研究23
飯島 茂セイロン農業とその課題(農林業
問題研究4-4)
井上 実地域の特性と条件をいかして米作
転換(農業と経済35-2)
出石邦保京都手描友禅業の構造と諸問題
(同志社商学20-3・4)
上村恵一水田裏作拡大の要件一一水田裏作
の研究一一(農林業問題研究4-4)
柏 博日本農業の労働と資本の代替，技
術進歩，費用変化(同志社大経済学論叢18
-1・2・3)
柏 祐賢山村地域の農業開発(農業と経済
35-3) 
小森瞭ーわが国自動車工業と超過償却一一
日産・トヨタを中心に一一(同志社大経済
学論叢18-1・2・3)
窪谷順次首都圏の都市化と農業一一市町村
行政当局の判断と行動一一(農業総合研究
23-1) 
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黒松 巌西陣機業の動向とその諸問題(同
志社大経済学論叢18-1・2.3)
葛井定男必要不可欠な総合食糧の安定供給
政策(農業と経済35-2)
目崎憲司 日本金属鉱業発展史序説一一(1)
一一(追手門経済論集3-1)
持田恵三米穀市場の近代化一一大正期を中
心としてー一一(農業総合研究23-1)
中楯興，秋山博一以西底曳網漁業の経済分
析(産業労働研究所報47)
日本長期信用銀行調査部電気機械工業におけ
る国際競争(調査月報112)
大木れい子 「大規模」草地の経済的性格(東
北大農学研究所報告20-1)
大内 力農業構造改善事業の研究(1)(東
大経済学論集34-4)
坂本慶一共通農業政策の理念と現実(農業
と経済35-2)
崎浦誠治北限地域の農民になお根強い米作
志向(農業と経済35-2)
里上譲衛琵琶湖地区千択事業の経過と問題
点(農林業問題研究4-4)
沢田孝蔵 H3.'l (ネップ〉後期農業の生産共
同化一一集団化の諸前提と T03の意義一一一
(東北大農学研究所報告20-1)
沢村東平水田作付け転換のための条件と対
策(農業と経済35-2)
清水良平農業持続力の地域性について(農
業総合研究23-1)
新庄新之助 知多半島における酪農の発展過程
(農林業問題研究4-4)
高木教典電波産業の経済分析 (3)一一放
送法改正問題と放送統告ト一(経済評論18
-3) 
辻 悟ー P. s.フローレンスの立地論的背
景(経済学雑誌60-1)
浮田典良沖縄の村落とその耕地(人文15)
和田一雄農業の機械化と稲作技術の問題点
(金沢経済大学論集2-1)
頼平，稲本志良 自作耕地価格の変動要因分
析(農林業問題研究4-4)
吉田寛一草地改良と草地開発(東北大農学
研究所報告20-1)
吉田寛一断ち切れない低賃金=低米価の論
理(農業と経済35-2)
吉岡金市農業経営の技術学的・経済学的分
析一一7ケタ農業から 8ケタ農業への理論
と実際一一(金沢経済大学論集会1)
7 国際経済・各国経済事情
安藤彦太郎 中国における人民公社生産隊の経
済活動(早稲田政治経済学雑誌210・211)
福島 裕社会主義社会の性格(経済系79)
原田幸裕強化された国際収支構造(金融ジ
ャ一ナノレ10-2)
堀江忠男現代における社会主義とはなにか
(早稲田政治経済学雑誌210・211)
石川滋，他戦前における台湾の経済成長
(一橋大経済研究20-1)
伊藤道機新しい経済体制の模索(早稲田政
治経済学雑誌213)
片桐 薫イタリアの私的独占と公的企業の
方向(経済評論18-3)
島田千秋低開発国の開発における資源配分
と公共投資(明大商学論叢52-3)
平 実ヨーロッパ「共同市場」をめぐる
帝国主義諸国の対立(大阪経大論集67)
武田信照低開発国における資本蓄積とイン
プレーション(経済学雑誌59-6)
徳永清行わが国貿易安定期の動向(同志社
商学20-3・4)
渡辺利夫低開発性の基本要因一一低開発国
経済の分類学的考察(1)一一(経済系79-1)
8統計
藤田之彦二部門最適成長のーモデ、ノレ(経済
と経済学25)
平井聖司線型重合に関するモンテ・カルロ
実験一一ー単純最小自乗法の場合一一(経済
理論106)
片野彦二経済成長の最適過程(経済経営研
究19-1)
楠 恭雄消費者物価指数に関する若干の考
察(中京商学論叢15-3)
松村一隆消費者物価指数について(愛知大
法経論集58)
中山慶一郎集中度とエンゲル係数(追手門経
済論集3-2)
定道 宏変換型最小自乗法一一DerIved-
Form Least Squares一一(経済理論106)
鈴木 篤景気循環の主成分分析(経済理論
106) 
辻 博 K.R.ボッパーの確率論一一古典
確率論の修正をめぐって一一(同志社大経
済学論叢18-1・2・3)
9 商業・交通・保険
赤羽 武外材輸入と福岡木材市場の変貌過
程(九州経済統計月報23-2)
江田三喜男製品差別化についての一考察(明
大商学論叢52-3)
市川 繁セールス・フォース・デシジョン
への前提的アプローチ(中京商学論叢15-3)
文 献
伊藤康雄マーケティング概念に就いて(中
京商学論叢15-3)
岩下正弘商品学の学史的考察一一ドイツに
おける商品学を中心にして一一(同志社商
学20-3・4)
木地節郎広告費と総販売費との関係(同志
社商学20-3・4)
小西滋人小売商業における利益函数の性格
一一学説史的展望一一(金沢経済大学論集
2-1) 
郡菊之助商業にかんする三つの考察(愛知
大法経論集58)
中野 安小売商と再販売価格維持(上)(香
川大学経済論叢41-4)
西川良一 「マーケティング費用」のー視角
(同志社大経済学論叢18-1・2'3)
西向嘉昭戦前の移民輸送とわが国の海運業
・補論ーーとくにノ、ヮイ移民輸送に関連し
て一一(経済経営研究19-1)
野沢孝之助 EEにおける利息計算(城西経済
学会誌4-1)
大野勝也配給の経済的意義について(明大
商学論叢52-3)
大沢 豊マーケテインク。組織についてのー
試論(東大経済学論集34-3)
榊原酔夫 ミシシッピと西部交易(同志社大
経済学論叢18-1・2・3)
佐々木誠治神戸港の発展指標について (2)
一一入港船舶統計を中心に一一(経済経営
研究19-1)
塩田静雄消費者行動の心理学的研究(1)
そのマーケティング研究への応用一一(中
京商学論叢15-3)
志津田氏治船舶の不堪航と海上保険契約(経
営と経済113)
田原栄一観光理論の展開一一観光地計画論
序説一一(大分大経済論集20-4)
高橋伊一郎食肉卸売市場における競争構造と
価格形成の変化一一中央卸売市場成立の経
済理論的意義一一(農業総合研究23-1)
玉村和彦アメリカにおける鉄道敷設の経済
的背景(同志社商学20-3・4)
都留重人道路対鉄道問題の経済学的考察
一一いわゆるローカル線廃止問題に関連し
て一一一(一橋大経済研究20-1)
上回昭三消費者賦払信用需要に影響を及ぼ
す諸要因(関大経済論集18-5)
矢野 剛国際海上コンテナ輸送と外貿埠頭
公団の出現一一定期船雑貨輸送の革新児・
コンテナ船一一(城西経済学会誌4-1)
Yasokawa， Nobuo Systems Approach to Market-
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ing: Its conceptual Benefits (香川大学経済
論叢41-4)
吉川貫二アメリカ国際航空における経済的
規制(同志社商学20-3・4)
10経営
遠藤三郎地域開発と公企業の必然性(岐阜
経済大学論集会1)
遠藤 力英国電気事業における経営システ
ムの近代化(公益事業研究20-1)
遠藤蔦美シェーファーの経済性概念ならび
に収益性概念の現代的意義(三田商学研究
11-5) 
後尾哲也線型模型による銀行の経営構造分
析(上〉一一銀行業務のO.R.一一(国民
経済雑誌119-2)
後藤幸之助最近におけるドイツの経営費用論
(会計95-2)
後藤玉夫，竹谷一郎情報産業分析のー視角
(金融ジャー ナノレ10-2)
林 昇一企業評価にかんする新展開(上〉
(経済系79)
土方文一郎組織論の現状とその方法論的考察
(東大経済学論集34-3)
堀家文吉郎銀行の適正規模について(早稲田
政治経済学雑誌210・211)
猪野征彦現代の企業経営に於ける最高経営
管理階層の責務(八幡大学論集19-3)
北原貞輔企業経営における人間システム
(経済理論106)
小泉 進 「資本費用論争」の再検討(一橋
大経済研究20-1)
九州経済調査協会小零細企業の生成と分解
(2)一-JI小零細企業の蓄積と分解一一
(九州経済統計月報23-2)
正木久司戦前における株式会社の所有と支
配一一増地・西野両教授の所論吟味一一ー
(同志社商学20-3・4)
三原泰照労働の質の評価と賃金一一E.N.
カプスチンの所説について一一(経営と経
済113)
宗像正幸 フォード経営論の基本的構造と意
義(国民経済雑誌119-2)
宗像正幸フォード・「サーヴィス」概念の
吟味一一フォード経営論の理論的検討(1)
一一(会計95-2)
中川敬一郎組織ーーその経営史的断想一一
(東大経済学論集34-3)
中川公一郎 「差別料金」理論に関する一考察
(公益事業研究20-1)
中山隆夫公正報酬原則(資本コスト方式〉
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の個別料金への適用について(公益事業研
究20-1)
縄田栄次郎天然ガス生産者規制の論点一一
「地域料金」をめぐって一一(公益事業研究
20-1) 
西田耕三 コンピュータ・シミュレーション
手法と数学的手法一一数学的モデ、ノレの操作
のしかたにおける相違一一ー(愛知大法経論
集58)
岡本康雄 ウェーパー組織論の構造(東大経
済学論集34-3)
岡村正人株式会社における証券金融と企業
支配(同志社商学20-3・4)
奥村 賞“目標管理"理論の展開と限界一一
理論と実践の統合をめざして一一(金沢経
済大学論集会1)
奥隅栄喜建築資金の本質とその取扱方法
(明大商学論叢52-3)
小野二郎企業評価と投資理論(経済経営研
究19-1)
押川 昭公共的企業におけるマネジャー育
成活動の国際比較研究序説(公益事業研究
20-1) 
作谷猛二郎労働市場の構造的変化と労務管理
の展開(尾道短大研究紀要18)
佐藤定幸 アメリカにおける経済力集中の新
動向と反独占政策一一conglomeratemerger 
と合併規制ガイドラインをめぐって一一
(一橋大経済研究20-1)
柴万三郎マネジメントの技術的機能と政策
的機能一一，P.Druckerのマネジメントに関
連して一一(追手門経済論集3-1)
相馬志、都夫経営における闘争の問題(中京商
学論叢15-3)
杉浦一平 TOSBAC-3400WASP FOILPRI・
MER (経済理論106)
鈴木諒一信用金庫の経営能率について〈三
田商学研究11-5)
竹林真一西ドイツにおける株式資本と公的
所有(同志社商学20-3・4)
遠山嘉博固有化産業の諸問題(l~2) (追
手門経済論集3-1~2)
網島誠忠 "T.A.Patonのエンティティ論の矛
盾とその解釈一一会計主体論に寄せて一一
(中京商学論叢15-3)
梅田恵三国際合弁企業体の概念に関するー
考察(尾道短大研究紀要18)
海野 潔 ドイツ経営経済学成立期における
組織観とその特質(三田商学研究11-5)
山中雅夫経営組織論の方法論的基礎に関す
る一考察(追手門経済論集3-2)
米川伸一第1次大戦前のダッチュシェル・
クツレープ一一古典的カノレテルの時代一一
(一橋大経済研究20-1)
米永隆司業績評価経営の理論と実際(産業
経済研究9-2)
Yoshihara， Rれlsuke The Decomposition Algori-
thm for Large-Scale “Bi-Angular" Linear 
Programs (尾道短大研究紀要18)
1会計
青木 惰フランス会計監査役制度と公認会
計士(会計95-2)
飯塚 勲意思決定会計の諸概念および諸技
術(茨城大人文学部紀要一社会科学ー2)
石田 実繰延資産についての一考察一一企
業会計原則・商法および税法の比較一一
(金沢経済大学論集会1)
黒津清，他ベッドフォードの「利益決定理
論」の批判的研究一一共同研究(1)一一
(会計95-2)
中垣 昇経営原価に関する一考察(三田商
学研究11-5)
中野 勲時価主義利益概念の特質一ーゲノレ
トマッヒャ一説を中心として一一一(経済経
営研究19-1)
中野 帯、客観性概念の再検討(会計95-2)
根本光明 EDPシステムにおける会計情報
一一手記式簿記と比較して一一(経済系79)
大岩弘和原価計画における部門給付測定尺
度の選択(中京商学論叢15-3)
篠原三郎資本主義と会計一一企業会計の階
級的性格をめぐって一一(経済系79)
滝津荘二円・ベソ・グァラニー・クルゼイ
ロ (2・完〉一一一海外移住事業団の連結経
理(会計95-2)
谷端 長損益計算書規定(ドイツ株式法〉
楕説(国民経済雑誌119-2)
富岡幸雄課税所得概念の探究一一トーマス
• F・ケラー教授の所得を中心として(2)
一一一(会計95-2)
若杉 明有用性概念の検討(会計95-2)
渡辺恵一郎監査の社会的基礎構造(八幡大学
論集19-3)
山形休可 ドイツの計画計算の最近の動向
(会計95-2)
12その他
龍山 京都市における貧困の蓄積(都市問
題60-2)
神崎義夫北九州市における旧五市の地域的
変貌(都市問題60-2)
文 献
木内信蔵 アーパニゼーシオン下の都市聞の
協力と連合一一基本的考察一一(都市問題
60-2) 
国松久弥都市の機能(茨城大人文学部紀要
一社会科学-2)
大野道邦 デュノレケーム社会学理論の内在的
展開一一実証主義から主意主義へ一一(神
戸大研究42)
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矢野勝久都市機能の拡大と都市の協力関係
〈都市問題60-2)
寄本勝美ボストン市における連邦援助都市
再開発計画の現状とその問題点〈早稲田政
治経済学雑誌212)
吉岡健次日本資本主義と広域行政の本質
一ーとくに市町村行政を中心として一一
(都市問題60-2)
